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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のネットワークを介して接続される装置と、第２のネットワークを介して接続され
る装置との間で送受信される情報を中継する中継部と、
　前記第１のネットワークを介して接続された検索端末から受信する情報が、前記第２の
ネットワークを介して接続された情報検索装置に対する情報検索要求を表す場合に、該情
報から検索語句を抽出する検索語句抽出部と、
　前記検索語句を蓄積する検索語句蓄積部と、
　前記検索語句蓄積部に蓄積された検索語句を、前記第２のネットワークを介して接続さ
れたコンテンツ提供元装置に対して送信することにより、前記コンテンツ提供元装置によ
って提供されるコンテンツのうち前記検索語句に関連する各コンテンツのメタ情報を、前
記コンテンツ提供元装置から受信するコンテンツ検索部と、
　前記コンテンツ検索部によって受信されたメタ情報を蓄積するメタ情報蓄積部と、
　前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークを介して接続された再生端末か
らのコンテンツリスト要求に応じて、前記メタ情報蓄積部に蓄積されたメタ情報が示すコ
ンテンツの一覧を表すコンテンツリストを生成し、生成したコンテンツリストを前記再生
端末に提示するコンテンツリスト提示部と、
　前記コンテンツリスト提示部によって提示されたコンテンツリストのうち、前記再生端
末から受信されるコンテンツ選択情報が示すコンテンツに関して前記メタ情報蓄積部に蓄
積されたメタ情報に基づいて、該コンテンツを取得するためのコンテンツ取得要求を前記
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コンテンツ提供元装置に送信することにより、前記コンテンツを取得して前記再生端末に
送信するコンテンツ取得部と、
　を備えたゲートウェイ装置。
【請求項２】
　ユーザを識別するユーザ識別情報と、該ユーザによって利用される前記検索端末を識別
する情報と、該ユーザによって利用される前記再生端末を識別する情報とを対応付けて格
納するユーザ情報格納部をさらに備え、
　前記検索語句抽出部は、前記ユーザ情報格納部に格納された検索端末から前記情報検索
要求を表す情報を受信した場合に、前記検索語句の抽出処理を行い、
　前記検索語句蓄積部は、前記情報検索要求を表す情報の送信元の検索端末を識別する情
報に対応付けられたユーザ識別情報を前記ユーザ情報格納部から取得し、取得したユーザ
識別情報に対応付けて前記検索語句を蓄積し、
　前記コンテンツ検索部は、前記ユーザ識別情報毎に、前記コンテンツ提供元装置に前記
検索語句を送信することにより前記メタ情報を受信し、
　前記メタ情報蓄積部は、前記ユーザ識別情報に対応付けて前記メタ情報を蓄積し、
　前記コンテンツリスト提示部は、前記再生端末から前記コンテンツリストの提示要求を
受信すると、該再生端末を識別する情報に対応付けられたユーザ識別情報を前記ユーザ情
報格納部から取得し、取得したユーザ識別情報に対応付けて前記メタ情報蓄積部に蓄積さ
れたメタ情報に基づいて、前記コンテンツリストを生成することを特徴とする請求項１に
記載のゲートウェイ装置。
【請求項３】
　前記ユーザ情報格納部は、各ユーザ識別情報に、該ユーザ識別情報に対応付けられたメ
タ情報に基づき生成されるコンテンツリストの公開を許可する公開許可ユーザのユーザ識
別情報をさらに対応付けて格納し、
　前記コンテンツリスト提示部は、前記コンテンツリストの要求元の再生端末を識別する
情報に対応付けられたユーザ識別情報に加えて、該ユーザ識別情報が前記公開許可ユーザ
として対応付けられた他のユーザ識別情報のメタ情報に基づいて、前記コンテンツリスト
を生成することを特徴とする請求項２に記載のゲートウェイ装置。
【請求項４】
　前記ユーザ情報格納部は、前記ユーザ識別情報に、前記情報検索装置を識別する情報を
さらに対応付けて格納し、
　前記検索語句抽出部は、前記情報検索要求を表す情報が、前記ユーザ情報格納部におい
て同一のユーザ識別情報にそれぞれ対応付けられた前記検索端末から前記情報検索装置へ
の情報検索要求を表す場合に、前記検索語句の抽出処理を行うことを特徴とする請求項２
または請求項３に記載のゲートウェイ装置。
【請求項５】
　コンテンツを格納するローカルコンテンツ格納部をさらに備え、
　前記コンテンツリスト提示部は、前記ローカルコンテンツ格納部に格納されたコンテン
ツの一覧を表すコンテンツリストに、前記メタ情報に基づくコンテンツリストを含めて前
記再生端末に提示し、
　前記コンテンツ取得部は、前記再生端末によって取得されたコンテンツ選択情報が前記
ローカルコンテンツ格納部に格納されたコンテンツを示す場合には、該コンテンツを前記
ローカルコンテンツ格納部から取得して前記再生端末に送信することを特徴とする請求項
１から請求項４のいずれか１項に記載のゲートウェイ装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載のゲートウェイ装置と、
　前記検索端末と、
　前記再生端末と、
　を備えたコンテンツ取得システム。
【請求項７】
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　第１のネットワークを介して接続される装置と、第２のネットワークを介して接続され
る装置との間で送受信される情報を中継する際に、
　前記第１のネットワークを介して接続された検索端末から受信する情報が、前記第２の
ネットワークを介して接続された情報検索装置に対する情報検索要求を表す場合に、該情
報から検索語句を抽出し、
　前記検索語句を蓄積し、
　蓄積した検索語句を、前記第２のネットワークを介して接続されたコンテンツ提供元装
置に対して送信することにより、前記コンテンツ提供元装置によって提供されるコンテン
ツのうち前記検索語句に関連する各コンテンツのメタ情報を、前記コンテンツ提供元装置
から受信し、
　受信したメタ情報を蓄積し、
　前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークを介して接続された再生端末か
らのコンテンツリスト要求に応じて、前記メタ情報が示すコンテンツの一覧を表すコンテ
ンツリストを生成し、生成したコンテンツリストを前記再生端末に提示し、
　提示したコンテンツリストのうち、前記再生端末から受信されるコンテンツ選択情報が
示すコンテンツに関して蓄積されたメタ情報に基づいて、該コンテンツを取得するための
コンテンツ取得要求を前記コンテンツ提供元装置に送信することにより、前記コンテンツ
を取得して前記再生端末に送信する、コンテンツ取得方法。
【請求項８】
　ユーザを識別するユーザ識別情報と、該ユーザによって利用される前記検索端末を識別
する情報と、該ユーザによって利用される前記再生端末を識別する情報とを対応付けて記
憶しておき、
　前記ユーザ識別情報に対応付けられた検索端末から前記情報検索要求を表す情報を受信
した場合に、前記検索語句の抽出処理を行い、
　前記情報検索要求を表す情報の送信元の検索端末を識別する情報に対応付けられたユー
ザ識別情報に、抽出した前記検索語句を対応付けて蓄積し、
　前記ユーザ識別情報毎に、前記コンテンツ提供元装置に前記検索語句を送信することに
より前記メタ情報を受信し、
　前記ユーザ識別情報に対応付けて前記メタ情報を蓄積し、
　前記再生端末から前記コンテンツリストの提示要求を受信すると、該再生端末を識別す
る情報に対応付けられたユーザ識別情報に対応付けて前記メタ情報蓄積部に蓄積されたメ
タ情報に基づいて、前記コンテンツリストを生成することを特徴とする請求項７に記載の
コンテンツ取得方法。
【請求項９】
　第１のネットワークを介して接続される装置と、第２のネットワークを介して接続され
る装置との間で送受信される情報を中継する際に、前記第１のネットワークを介して接続
された検索端末から受信する情報が、前記第２のネットワークを介して接続された情報検
索装置に対する情報検索要求を表す場合に、該情報から検索語句を抽出する検索語句抽出
ステップと、
　前記検索語句を蓄積する検索語句蓄積ステップと、
　蓄積した検索語句を、前記第２のネットワークを介して接続されたコンテンツ提供元装
置に対して送信することにより、前記コンテンツ提供元装置によって提供されるコンテン
ツのうち前記検索語句に関連する各コンテンツのメタ情報を、前記コンテンツ提供元装置
から受信するコンテンツ検索ステップと、
　受信したメタ情報を蓄積するメタ情報蓄積ステップと、
　前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークを介して接続された再生端末か
らのコンテンツリスト要求に応じて、前記メタ情報が示すコンテンツの一覧を表すコンテ
ンツリストを生成し、生成したコンテンツリストを前記再生端末に提示するコンテンツリ
スト提示ステップと、
　提示したコンテンツリストのうち、前記再生端末から受信されるコンテンツ選択情報が
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示すコンテンツに関して蓄積されたメタ情報に基づいて、該コンテンツを取得するための
コンテンツ取得要求を前記コンテンツ提供元装置に送信することにより、前記コンテンツ
を取得して前記再生端末に送信するコンテンツ取得ステップと、
　をコンピュータ装置に実行させるコンピュータ・プログラム。
【請求項１０】
　前記検索語句抽出ステップにおいて、ユーザを識別するユーザ識別情報と、該ユーザに
よって利用される前記検索端末を識別する情報と、該ユーザによって利用される前記再生
端末を識別する情報とが対応付けられたユーザ情報を参照することにより、前記ユーザ識
別情報に対応付けられた検索端末から前記情報検索要求を表す情報を受信した場合に、前
記検索語句の抽出処理を行い、
　前記検索語句蓄積ステップにおいて、前記情報検索要求を表す情報の送信元の検索端末
を識別する情報に対応付けられたユーザ識別情報に、抽出した前記検索語句を対応付けて
蓄積し、
　前記コンテンツ検索ステップにおいて、前記ユーザ識別情報毎に、前記コンテンツ提供
元装置に前記検索語句を送信することにより前記メタ情報を受信し、
　前記メタ情報蓄積ステップにおいて、前記ユーザ識別情報に対応付けて前記メタ情報を
蓄積し、
　前記コンテンツリスト提示ステップにおいて、前記再生端末から前記コンテンツリスト
の提示要求を受信すると、該再生端末を識別する情報に対応付けられたユーザ識別情報に
対応付けて前記メタ情報蓄積部に蓄積されたメタ情報に基づいて、前記コンテンツリスト
を生成することを特徴とする請求項９に記載のコンピュータ・プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワークを介して提供されるコンテンツを取得するコンテンツ取得シス
テム、コンテンツ取得方法、ゲートウェイ装置、および、コンピュータ・プログラムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ネットワークを介してコンテンツを提供するサービスが普及している。ここで、コンテ
ンツとは、ユーザにより視聴される対象となるデジタルデータをいい、例えば、音楽、映
像、画像、ビデオゲーム、小説、ニュース等を表すコンテンツがある。このようなサービ
スを提供する装置は、コンテンツの検索機能やダウンロード機能等を有している。これら
の機能は、例えば、ウェブサイト（以下、コンテンツ提供サイトとも記載する）によって
実現されている。ユーザは、例えば、ウェブブラウザを用いてコンテンツ提供サイトにア
クセスし、コンテンツの検索やダウンロードを行う。このようなコンテンツ提供サイトは
、サービスの提供元毎に異なる。そのため、ユーザは、コンテンツ提供サイト毎にコンテ
ンツの検索操作やダウンロード操作を行う必要がある。また、ユーザの利用する端末が、
キーボードを有していないテレビや携帯電話等である場合、コンテンツの提供サイト毎に
コンテンツの検索語句を入力するユーザの作業負担はさらに大きい。このように、所望の
コンテンツを取得するためのユーザの作業負担は大きいものとなっていた。
【０００３】
　このような問題を解決する技術として、ユーザの嗜好に適合したコンテンツを推薦する
情報を、ユーザの端末に提供するものがある（例えば、特許文献１参照）。この特許文献
１に記載された装置は、コンテンツの検索依頼のためにユーザによって入力された検索語
句を、ユーザを特定するユーザ情報と共に受信し、検索語句とユーザ情報とを対応付けて
蓄積している。また、この装置は、１つ以上のコンテンツ提供元装置から提供される各コ
ンテンツを推薦する情報を格納している。そして、この装置は、各コンテンツを推薦する
情報に関連する検索語句に対応付けられたユーザ情報を抽出し、抽出されたユーザ情報で
特定されるユーザの端末へ、そのコンテンツを推薦する情報を通知する。これにより、ユ
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ーザは、少ない作業負担で、自身の嗜好に適合したコンテンツを取得することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－８５０１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載されたものでは、ユーザの嗜好を表す検索語句が、ユ
ーザ情報と共に、コンテンツを推薦する装置に蓄積されてしまう。ユーザによっては、こ
のようなユーザの嗜好を表す情報を、コンテンツを推薦する装置の運用者に知られたくな
い場合がある。このように、特許文献１に記載されたものは、ユーザの嗜好に適合したコ
ンテンツを少ない作業負担でユーザに取得させることができるものの、そのために、ユー
ザのプライバシーを考慮していないという課題があった。
【０００６】
　本発明は、上述の課題を解決するためになされたもので、ユーザのプライバシーを保ち
ながら、ユーザの作業負担を増大させることなくユーザの嗜好に適合したコンテンツを取
得可能な技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のゲートウェイ装置は、第１のネットワークを介して接続される装置と、第２の
ネットワークを介して接続される装置との間で送受信される情報を中継する中継部と、前
記第１のネットワークを介して接続された検索端末から受信する情報が、前記第２のネッ
トワークを介して接続された情報検索装置に対する情報検索要求を表す場合に、該情報か
ら検索語句を抽出する検索語句抽出部と、前記検索語句を蓄積する検索語句蓄積部と、前
記検索語句蓄積部に蓄積された検索語句を、前記第２のネットワークを介して接続された
コンテンツ提供元装置に対して送信することにより、前記コンテンツ提供元装置によって
提供されるコンテンツのうち前記検索語句に関連する各コンテンツのメタ情報を、前記コ
ンテンツ提供元装置から受信するコンテンツ検索部と、前記コンテンツ検索部によって受
信されたメタ情報を蓄積するメタ情報蓄積部と、前記第１のネットワークまたは前記第２
のネットワークを介して接続された再生端末からのコンテンツリスト要求に応じて、前記
メタ情報蓄積部に蓄積されたメタ情報が示すコンテンツの一覧を表すコンテンツリストを
生成し、生成したコンテンツリストを前記再生端末に提示するコンテンツリスト提示部と
、前記コンテンツリスト提示部によって提示されたコンテンツリストのうち、前記再生端
末から受信されるコンテンツ選択情報が示すコンテンツに関して前記メタ情報蓄積部に蓄
積されたメタ情報に基づいて、該コンテンツを取得するためのコンテンツ取得要求を前記
コンテンツ提供元装置に送信することにより、前記コンテンツを取得して前記再生端末に
送信するコンテンツ取得部と、を備える。
【０００８】
　また、本発明のコンテンツ取得システムは、上述のゲートウェイ装置と、前記検索端末
と、前記再生端末と、を備える。
【０００９】
　また、本発明のコンテンツ取得方法は、第１のネットワークを介して接続される装置と
、第２のネットワークを介して接続される装置との間で送受信される情報を中継する際に
、前記第１のネットワークを介して接続された検索端末から受信する情報が、前記第２の
ネットワークを介して接続された情報検索装置に対する情報検索要求を表す場合に、該情
報から検索語句を抽出し、前記検索語句を蓄積し、蓄積した検索語句を、前記第２のネッ
トワークを介して接続されたコンテンツ提供元装置に対して送信することにより、前記コ
ンテンツ提供元装置によって提供されるコンテンツのうち前記検索語句に関連する各コン
テンツのメタ情報を、前記コンテンツ提供元装置から受信し、受信したメタ情報を蓄積し
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、前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークを介して接続された再生端末か
らのコンテンツリスト要求に応じて、前記メタ情報が示すコンテンツの一覧を表すコンテ
ンツリストを生成し、生成したコンテンツリストを前記再生端末に提示し、提示したコン
テンツリストのうち、前記再生端末から受信されるコンテンツ選択情報が示すコンテンツ
に関して蓄積されたメタ情報に基づいて、該コンテンツを取得するためのコンテンツ取得
要求を前記コンテンツ提供元装置に送信することにより、前記コンテンツを取得して前記
再生端末に送信する。
【００１０】
　また、本発明のコンピュータ・プログラムは、第１のネットワークを介して接続される
装置と、第２のネットワークを介して接続される装置との間で送受信される情報を中継す
る際に、前記第１のネットワークを介して接続された検索端末から受信する情報が、前記
第２のネットワークを介して接続された情報検索装置に対する情報検索要求を表す場合に
、該情報から検索語句を抽出する検索語句抽出ステップと、前記検索語句を蓄積する検索
語句蓄積ステップと、蓄積した検索語句を、前記第２のネットワークを介して接続された
コンテンツ提供元装置に対して送信することにより、前記コンテンツ提供元装置によって
提供されるコンテンツのうち前記検索語句に関連する各コンテンツのメタ情報を、前記コ
ンテンツ提供元装置から受信するコンテンツ検索ステップと、受信したメタ情報を蓄積す
るメタ情報蓄積ステップと、前記第１のネットワークまたは前記第２のネットワークを介
して接続された再生端末からのコンテンツリスト要求に応じて、前記メタ情報が示すコン
テンツの一覧を表すコンテンツリストを生成し、生成したコンテンツリストを前記再生端
末に提示するコンテンツリスト提示ステップと、提示したコンテンツリストのうち、前記
再生端末から受信されるコンテンツ選択情報が示すコンテンツに関して蓄積されたメタ情
報に基づいて、該コンテンツを取得するためのコンテンツ取得要求を前記コンテンツ提供
元装置に送信することにより、前記コンテンツを取得して前記再生端末に送信するコンテ
ンツ取得ステップと、をコンピュータ装置に実行させる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、ユーザのプライバシーを保ちながら、ユーザの作業負担を増大させることな
くユーザの嗜好に適合したコンテンツを取得可能な技術を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１の実施の形態としてのコンテンツ取得システムの構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態としてのコンテンツ取得システムの機能ブロック図で
ある。
【図３】本発明の第１の実施の形態としてのコンテンツ取得システムの検索語句蓄積動作
を示すシーケンス図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態としてのゲートウェイ装置の検索語句蓄積動作を示す
フローチャートである。
【図５】本発明の第１の実施の形態としてのコンテンツ取得システムのコンテンツ検索動
作を示すシーケンス図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態としてのゲートウェイ装置のコンテンツ検索動作を示
すフローチャートである。
【図７】本発明の第１の実施の形態としてのコンテンツ取得システムのコンテンツ取得動
作を示すシーケンス図である。
【図８】本発明の第１の実施の形態としてのゲートウェイ装置のコンテンツ取得動作を示
すフローチャートである。
【図９】本発明の第２の実施の形態としてのコンテンツ取得システムの構成を示すブロッ
ク図である。
【図１０】本発明の第２の実施の形態としてのコンテンツ取得システムの機能ブロック図
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である。
【図１１】本発明の第２の実施の形態におけるユーザ情報格納部に格納される情報の一例
を示す図である。
【図１２】本発明の第２の実施の形態におけるユーザ情報設定部によって提示されるユー
ザ情報設定画面の一例を示す図である。
【図１３】本発明の第２の実施の形態における情報検索要求を表す情報の一例を示す図で
ある。
【図１４】本発明の第２の実施の形態における検索語句蓄積部に格納される情報の一例を
示す図である。
【図１５】本発明の第２の実施の形態におけるメタ情報蓄積部に格納される情報の一例を
示す図である。
【図１６】本発明の第２の実施の形態におけるコンテンツリスト提示部によって提示され
るコンテンツリストの一例を示す図である。
【図１７】本発明の第２の実施の形態としてのゲートウェイ装置の検索語句蓄積動作を示
すフローチャートである。
【図１８】本発明の第２の実施の形態としてのゲートウェイ装置のコンテンツ検索動作を
示すフローチャートである。
【図１９】本発明の第２の実施の形態としてのゲートウェイ装置のコンテンツ取得動作を
示すフローチャートである。
【図２０】本発明の第２の実施の形態におけるユーザ情報設定部によって提示されるユー
ザ情報設定画面の他の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１４】
　（第１の実施の形態）
　本発明の第１の実施の形態としてのコンテンツ取得システム１０の構成を図１に示す。
図１において、コンテンツ取得システム１０は、ゲートウェイ装置１と、検索端末２と、
再生端末３とを備える。また、コンテンツ取得システム１０は、情報検索装置４と、コン
テンツ提供元装置５とに接続されている。ここで、ゲートウェイ装置１は、第１のネット
ワークを介して、検索端末２および再生端末３に接続される。また、ゲートウェイ装置１
は、第２のネットワークを介して、情報検索装置４と、コンテンツ提供元装置５とに接続
される。第１のネットワークは、家庭内や施設内などにおけるＬＡＮ（Local Area Netwo
rk）によって構成される。第１のネットワークは、有線ＬＡＮ、無線ＬＡＮ、または、こ
れらの組み合わせによって構成されていてもよい。また、第２のネットワークは、例えば
、インターネット、ＬＡＮ、公衆回線網、無線通信網またはこれらの組合せ等によって構
成される。なお、図１には、各装置を１つずつ示したが、本発明のコンテンツ取得システ
ムが備える各装置の数、および、本発明のコンテンツ取得システムが接続する各装置の数
を限定するものではない。
【００１５】
　ゲートウェイ装置１は、第１のネットワークおよび第２のネットワーク間で送受信され
る情報を中継する装置である。ゲートウェイ装置１は、例えば、ＣＰＵ（Central Proces
sing Unit）と、ＲＡＭ（Random Access Memory）と、ＲＯＭ（Read Only Memory）と、
ハードディスク等の記憶装置と、第１および第２のネットワークインタフェースとを備え
たコンピュータ装置によって構成されている。第１のネットワークインタフェースは、第
１のネットワークに接続するインタフェースである。第２のネットワークインタフェース
は、第２のネットワークに接続するインタフェースである。
【００１６】
　検索端末２は、後述の情報検索装置４によって提供される情報検索サイトにアクセスし
て情報を検索する装置である。検索端末２は、例えば、ＣＰＵと、ＲＡＭと、ＲＯＭと、
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ハードディスク等の記憶装置と、表示装置と、入力装置と、第１のネットワークに接続す
るネットワークインタフェースとを備えたコンピュータ装置によって構成される。
【００１７】
　再生端末３は、コンテンツを再生可能な装置である。再生端末３は、例えば、検索端末
２と同様な構成を有するコンピュータ装置であってもよい。また、再生端末３を構成する
コンピュータ装置は、さらに、スピーカを備えていてもよい。また、再生端末３は、検索
端末２と同一のコンピュータ装置によって構成されていてもよい。あるいは、再生端末３
は、第１のネットワークに接続可能なネットワークインタフェースを備えたテレビ受信機
や携帯端末であってもよい。
【００１８】
　コンテンツ取得システム１０が接続する情報検索装置４は、ネットワーク上の情報を検
索する情報検索機能を提供する装置である。例えば、情報検索装置４は、第２のネットワ
ークに接続するネットワークインタフェースを有する一般的なコンピュータ装置によって
構成される。
【００１９】
　コンテンツ取得システム１０が接続するコンテンツ提供元装置５は、提供対象のコンテ
ンツに対する検索や再生、ダウンロード等の機能を提供する装置である。ここで、コンテ
ンツとは、例えば、音楽、映像、画像、ビデオゲーム、小説、ニュース等、ユーザにより
視聴される対象となるデジタルデータをいう。例えば、コンテンツ提供元装置５は、第２
のネットワークに接続するネットワークインタフェースを有する一般的なコンピュータ装
置によって構成される。
【００２０】
　次に、コンテンツ取得システム１０を構成する各装置の機能ブロックについて、図２を
参照して説明する。
【００２１】
　ゲートウェイ装置１は、中継部１１と、検索語句抽出部１２と、検索語句蓄積部１３と
、コンテンツ検索部１４と、メタ情報蓄積部１５と、コンテンツリスト提示部１６と、コ
ンテンツ取得部１７と、を備えている。ここで、中継部１１およびコンテンツ取得部１７
は、記憶装置に記憶されたコンピュータ・プログラムをＲＡＭに読み込んで実行するＣＰ
Ｕと、第１および第２のネットワークインタフェースとによって構成される。また、検索
語句抽出部１２は、記憶装置に記憶されたコンピュータ・プログラムをＲＡＭに読み込ん
で実行するＣＰＵによって構成される。また、検索語句蓄積部１３およびメタ情報蓄積部
１５は、記憶装置によって構成される。また、コンテンツ検索部１４は、記憶装置に記憶
されたコンピュータ・プログラムをＲＡＭに読み込んで実行するＣＰＵと、第２のネット
ワークインタフェースとによって構成される。また、コンテンツリスト提示部１６は、記
憶装置に記憶されたコンピュータ・プログラムをＲＡＭに読み込んで実行するＣＰＵと、
第１のネットワークインタフェースとによって構成される。なお、ゲートウェイ装置１の
各機能ブロックを構成するハードウェア構成は、上述の構成に限定されない。
【００２２】
　中継部１１は、第１のネットワークを介して接続される装置と、第２のネットワークを
介して接続される装置との間で送受信される情報を中継する。例えば、中継部１１は、検
索端末２から、情報検索装置４に対する情報検索要求を表す情報を、第１のネットワーク
を介して受信した場合、その情報検索要求を表す情報を、情報検索装置４に対して第２の
ネットワークを介して送信する。そして、中継部１１は、情報検索装置４から、その情報
検索要求に対する応答である検索結果を表す情報を、第２のネットワークを介して受信す
ると、その検索結果を表す情報を、検索端末２に対して第１のネットワークを介して送信
する。
【００２３】
　検索語句抽出部１２は、第１のネットワークを介して接続された検索端末２から受信す
る情報が、第２のネットワークを介して接続された情報検索装置４に対する情報検索要求
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を表すか否かを判断する。そして、検索語句抽出部１２は、その情報が情報検索装置４に
対する情報検索要求を表す場合に、その情報から検索語句を抽出する。
【００２４】
　検索語句蓄積部１３は、検索語句抽出部１２によって抽出された検索語句を蓄積する。
【００２５】
　コンテンツ検索部１４は、検索語句蓄積部１３に蓄積された検索語句を用いて、第２の
ネットワークを介して接続されたコンテンツ提供元装置５のコンテンツを検索する。具体
的には、コンテンツ検索部１４は、検索語句蓄積部１３に蓄積された検索語句を、コンテ
ンツ提供元装置５に対して送信する。そして、コンテンツ検索部１４は、検索結果として
、その検索語句に関連する各コンテンツのメタ情報を、コンテンツ提供元装置５から受信
する。このメタ情報には、少なくともそのコンテンツの格納場所を表す情報が含まれる。
格納場所を表す情報とは、例えば、ＵＲＬ（Uniform Resource Locator）であってもよい
。また、このメタ情報には、例えば、コンテンツの名称、キーワード、種類、サイズ、生
成日時など、そのコンテンツに関連する他の情報が含まれていてもよい。
【００２６】
　メタ情報蓄積部１５は、コンテンツ検索部１４によって受信されたメタ情報を蓄積する
。
【００２７】
　コンテンツリスト提示部１６は、第１のネットワークを介して接続された再生端末３か
らの要求に応じて、メタ情報蓄積部１５に蓄積されたメタ情報に基づくコンテンツリスト
を生成する。例えば、コンテンツリスト提示部１６は、各メタ情報が示すコンテンツの名
称および種類の一覧をコンテンツリストとして生成してもよい。そしてコンテンツリスト
提示部１６は、生成したコンテンツリストを再生端末３に送信する。
【００２８】
　コンテンツ取得部１７は、コンテンツリスト提示部１６によって再生端末３に送信され
たコンテンツリストのうち、再生端末３から受信されるコンテンツ選択情報が示すコンテ
ンツを、コンテンツ提供元装置５から取得して再生端末３に送信する。具体的には、コン
テンツ取得部１７は、再生端末３から、コンテンツ選択情報を受信する。このコンテンツ
選択情報は、再生端末３において入力装置を介して取得されたものである。そして、コン
テンツ取得部１７は、コンテンツ選択情報が示すコンテンツのメタ情報をメタ情報蓄積部
１５から検索し、そのメタ情報が示す格納場所にあるコンテンツの実体データを要求する
コンテンツ取得要求を生成する。そして、コンテンツ取得部１７は、生成したコンテンツ
取得要求を第２のネットワークを介してコンテンツ提供元装置５に送信することにより、
コンテンツの実体データを取得する。そして、コンテンツ取得部１７は、取得したコンテ
ンツの実体データを再生端末３に送信する。
【００２９】
　次に、検索端末２の機能ブロックについて説明する。検索端末２は、検索語句送信部２
１と、検索結果出力部２２とを備えている。ここで、検索語句送信部２１は、記憶装置に
記憶されたウェブクライアントアプリケーションプログラム（以下、ウェブブラウザとも
記載する）を含むコンピュータ・プログラムをＲＡＭに読み込んで実行するＣＰＵと、ネ
ットワークインタフェースと、表示装置と、入力装置とによって構成される。また、検索
結果出力部２２は、記憶装置に記憶されたウェブブラウザを含むコンピュータ・プログラ
ムをＲＡＭに読み込んで実行するＣＰＵと、ネットワークインタフェースと、表示装置と
によって構成される。なお、検索端末２の各機能ブロックを構成するハードウェア構成は
、上述の構成に限定されない。
【００３０】
　検索語句送信部２１および検索結果出力部２２は、情報検索装置４が提供する情報検索
サイトとの情報の送受信を、ゲートウェイ装置１を介して行う。
【００３１】
　検索語句送信部２１は、入力装置を介して検索語句を取得する。そして、検索語句送信
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部２１は、取得した検索語句に関連する第２のネットワーク上の情報を検索するための情
報検索要求を表す情報を、ゲートウェイ装置１を介して情報検索装置４に送信する。この
ような情報検索要求を表す情報には、検索語句が含まれる。
【００３２】
　検索結果出力部２２は、検索語句送信部２１によって送信された情報検索要求の応答で
ある検索結果を表す情報を、ゲートウェイ装置１を介して情報検索装置４から受信し、表
示装置に出力する。
【００３３】
　次に、再生端末３の機能ブロックについて説明する。再生端末３は、コンテンツリスト
要求部３１と、コンテンツ再生部３２とを備える。ここで、コンテンツリスト要求部３１
は、記憶装置に記憶されたコンピュータ・プログラムをＲＡＭに読み込んで実行するＣＰ
Ｕと、ネットワークインタフェースと、表示装置と、入力装置とによって構成される。ま
た、コンテンツ再生部３２は、記憶装置に記憶されたコンピュータ・プログラムをＲＡＭ
に読み込んで実行するＣＰＵと、ネットワークインタフェースと、表示装置と、スピーカ
とによって構成される。
【００３４】
　コンテンツリスト要求部３１は、入力装置による操作に応じて、ゲートウェイ装置１に
対して、コンテンツリスト要求を送信する。ここで、コンテンツリスト要求とは、ゲート
ウェイ装置１から取得可能なコンテンツのリストを要求する情報である。そして、コンテ
ンツリスト要求部３１は、ゲートウェイ装置１から受信するコンテンツリストを表す情報
を表示する。例えば、コンテンツリスト要求部３１は、各コンテンツの名称の一覧をコン
テンツリストとして表示装置に表示する。
【００３５】
　また、コンテンツリスト要求部３１は、入力装置による選択操作に応じて、表示したコ
ンテンツリストのうち再生対象となるコンテンツを特定するコンテンツ選択情報を取得す
る。そして、コンテンツリスト要求部３１は、取得したコンテンツ選択情報を、ゲートウ
ェイ装置１に送信する。
【００３６】
　コンテンツ再生部３２は、ゲートウェイ装置１からコンテンツの実体データを表す情報
を受信し、表示装置やスピーカに出力する。
【００３７】
　コンテンツ取得システム１０が接続する情報検索装置４は、外部から受信する検索語句
に応じた第２のネットワーク上の情報を検索し、検索した情報の一覧を表す情報を、検索
結果として検索語句の送信元に送信する。例えば、情報検索装置４は、ウェブサーバアプ
リケーションプログラムと、検索エンジンプログラムとを実行する一般的なコンピュータ
装置によって構成される。
【００３８】
　コンテンツ取得システム１０が接続するコンテンツ提供元装置５は、提供対象となるコ
ンテンツに対する検索およびダウンロード等の機能を提供する装置である。コンテンツ提
供元装置５は、コンテンツ検索機能提供部５１と、コンテンツサーバ部５２とを有してい
る。
【００３９】
　コンテンツ検索機能提供部５１は、ウェブサーバアプリケーションプログラムと、デー
タベースサーバアプリケーションプログラムとによって実現される。コンテンツ検索機能
提供部５１は、コンテンツサーバ部５２に格納される後述の各コンテンツについて、その
格納場所を表す情報を含むメタ情報を、データベースのテーブルとして記憶している。
【００４０】
　また、コンテンツ検索機能提供部５１は、コンテンツに対する検索語句を外部から取得
すると、その検索語句に関連する各コンテンツのメタ情報をデータベースから検索する。
そして、コンテンツ検索機能提供部５１は、検索したコンテンツのメタ情報を、検索語句
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の送信元に応答する。例えば、各コンテンツのメタ情報に各コンテンツの名称が含まれる
場合、コンテンツ検索機能提供部５１は、検索語句を含む名称のコンテンツのメタ情報を
検索するものであってもよい。その他、コンテンツ検索機能提供部５１は、検索語句を用
いてコンテンツを検索するその他の技術を用いることにより、検索語句に関連するコンテ
ンツのメタ情報を取得するものであればよい。
【００４１】
　コンテンツサーバ部５２は、提供対象となるコンテンツの実体データを格納している。
また、コンテンツサーバ部５２は、外部からコンテンツの取得要求としてその格納場所を
表す情報を取得すると、その格納場所によって特定されるコンテンツの実体データを、取
得要求元に送信する。
【００４２】
　なお、コンテンツ検索機能提供部５１およびコンテンツサーバ部５２は、同一のコンピ
ュータ装置によって構成されていてもよいし、異なるコンピュータ装置によって構成され
ていてもよい。異なるコンピュータ装置によって構成されている場合、コンテンツ検索機
能提供部５１およびコンテンツサーバ部５２をそれぞれ構成するコンピュータ装置は、ネ
ットワークを介して互いに通信可能に接続されているものとする。
【００４３】
　以上のように構成されたコンテンツ取得システム１０の動作について、図面を参照して
説明する。
【００４４】
　まず、コンテンツ取得システム１０の検索語句蓄積動作を図３に示す。
【００４５】
　ここでは、まず、検索端末２は、入力装置を介して取得した検索語句を含む情報検索要
求を表す情報を、ゲートウェイ装置１の中継部１１に送信する（ステップＳ１）。
【００４６】
　次に、ゲートウェイ装置１の検索語句抽出部１２は、中継部１１によって受信された情
報から検索語句を抽出し、検索語句蓄積部１３に蓄積する（ステップＳ２）。
【００４７】
　次に、中継部１１は、ステップＳ１で受信した情報検索要求を表す情報を、情報検索装
置４に対して送信する（ステップＳ３）。
【００４８】
　次に、中継部１１は、情報検索装置４から検索結果を表す情報を受信し、受信した情報
を、検索端末２に対して送信する（ステップＳ４）。
【００４９】
　次に、検索端末２は、検索結果を出力する（ステップＳ５）。
【００５０】
　以上で、コンテンツ取得システム１０は、検索語句蓄積動作を終了する。
【００５１】
　次に、このような検索語句蓄積動作におけるゲートウェイ装置１の動作の詳細を図４に
示す。
【００５２】
　ここでは、まず、中継部１１は、第２のネットワークを介して送信するための情報を、
第１のネットワークを介して受信する（ステップＳ１１）。
【００５３】
　次に、検索語句抽出部１２は、ステップＳ１１で受信した情報が、検索端末２から情報
検索装置４に対する情報検索要求であるか否かを判断する（ステップＳ１２）。
【００５４】
　ここで、検索端末２から情報検索装置４に対する情報検索要求でないと判断した場合、
中継部１１は、ステップＳ１１で受信した情報を、宛先として指定されている装置に対し
て、第２のネットワークを介して送信する（ステップＳ１５）。
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【００５５】
　次に、中継部１１は、ステップＳ１５で送信した情報に対する応答を受信すると、その
応答を、ステップＳ１１で受信した情報の送信元に対して送信する（ステップＳ１６）。
【００５６】
　一方、ステップＳ１２で、検索端末２から情報検索装置４に対する情報検索要求である
と判断した場合、検索語句抽出部１２は、ステップＳ１１で受信した情報から、検索語句
を抽出する（ステップＳ１３）。
【００５７】
　次に、検索語句抽出部１２は、抽出した検索語句を、検索語句蓄積部１３に蓄積する（
ステップＳ１４）。
【００５８】
　次に、中継部１１は、ステップＳ１５～Ｓ１６を実行する。つまり、中継部１１は、ス
テップＳ１１で受信した情報検索要求を表す情報を、情報検索装置４に送信し、情報検索
装置４から受信する検索結果を表す情報を、検索端末２に送信する。
【００５９】
　以上で、ゲートウェイ装置１は、検索語句蓄積動作を終了する。
【００６０】
　次に、コンテンツ取得システム１０のコンテンツ検索動作を図５に示す。
【００６１】
　まず、ゲートウェイ装置１のコンテンツ検索部１４は、検索語句蓄積部１３に蓄積され
た検索語句を、コンテンツ提供元装置５に対して送信する（ステップＳ２１）。
【００６２】
　次に、ゲートウェイ装置１は、コンテンツ提供元装置５から、検索語句に関連する各コ
ンテンツのメタ情報を受信する（ステップＳ２２）。このコンテンツのメタ情報は、コン
テンツ提供元装置５において、コンテンツ検索機能提供部５１によって検索語句を用いて
データベースから検索されたものである。
【００６３】
　次に、ゲートウェイ装置１のコンテンツ検索部１４は、受信した各メタ情報を、メタ情
報蓄積部１５に蓄積する（ステップＳ２３）。
【００６４】
　以上で、コンテンツ取得システム１０は、コンテンツ検索動作を終了する。
【００６５】
　次に、このようなコンテンツ検索動作におけるゲートウェイ装置１の動作の詳細を図６
に示す。ゲートウェイ装置１は、図６に示す動作を、検索語句が蓄積される度に実行して
もよいし、あらかじめ定められたスケジュールにしたがって実行してもよい。
【００６６】
　ここでは、まず、コンテンツ検索部１４は、検索語句蓄積部１３に蓄積された検索語句
を、コンテンツ提供元装置５に対して送信する（ステップＳ３１）。
【００６７】
　次に、コンテンツ検索部１４は、コンテンツ提供元装置５から、検索語句に関連する各
コンテンツのメタ情報を受信する（ステップＳ３２）。
【００６８】
　次に、コンテンツ検索部１４は、受信した各メタ情報を、メタ情報蓄積部１５に蓄積す
る（ステップＳ３３）。
【００６９】
　以上で、ゲートウェイ装置１は、コンテンツ検索動作を終了する。
【００７０】
　次に、コンテンツ取得システム１０のコンテンツ取得動作を図７に示す。
【００７１】
　ここでは、まず、再生端末３のコンテンツリスト要求部３１は、ゲートウェイ装置１に
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対して、コンテンツリスト要求を送信する（ステップＳ４１）。
【００７２】
　次に、ゲートウェイ装置１のコンテンツリスト提示部１６は、メタ情報蓄積部１５に蓄
積されたメタ情報に基づくコンテンツリストを生成する（ステップＳ４２）。
【００７３】
　次に、コンテンツリスト提示部１６は、生成したコンテンツリストを再生端末３に送信
する（ステップＳ４３）。
【００７４】
　次に、再生端末３のコンテンツリスト要求部３１は、受信したコンテンツリストを表示
装置に出力し、入力装置による選択操作に基づいて、コンテンツ選択情報を取得する（ス
テップＳ４４）。
【００７５】
　次に、コンテンツリスト要求部３１は、コンテンツ選択情報が示すコンテンツを再生す
る要求を、ゲートウェイ装置１に送信する（ステップＳ４５）。
【００７６】
　次に、ゲートウェイ装置１のコンテンツ取得部１７は、受信したコンテンツ選択情報が
示すコンテンツの実体データを要求するコンテンツ取得要求を、コンテンツ提供元装置５
に対して送信する（ステップＳ４６）。このとき、コンテンツ取得部１７は、受信したコ
ンテンツ選択情報が示すコンテンツに関するメタ情報をメタ情報蓄積部１５から検索する
ことにより、そのメタ情報に含まれる該当コンテンツの格納場所を得る。そして、コンテ
ンツ取得部１７は、該当するコンテンツの格納場所を用いて、コンテンツ取得要求を送信
すればよい。
【００７７】
　次に、コンテンツ取得部１７は、コンテンツ取得要求の応答として、コンテンツの実体
データを、コンテンツ提供元装置５から受信する（ステップＳ４７）。
【００７８】
　次に、コンテンツ取得部１７は、受信したコンテンツの実体データを、再生端末３に送
信する（ステップＳ４８）。
【００７９】
　次に、再生端末３のコンテンツ再生部３２は、ゲートウェイ装置１からコンテンツの実
体データを受信し、受信したデータを再生する（ステップＳ４９）。
【００８０】
　以上で、コンテンツ取得システム１０は、コンテンツ取得動作を終了する。
【００８１】
　次に、このようなコンテンツ取得動作におけるゲートウェイ装置１の動作の詳細を図８
に示す。
【００８２】
　ここでは、まず、コンテンツリスト提示部１６は、再生端末３からコンテンツリスト要
求を受信する（ステップＳ５１）。
【００８３】
　次に、コンテンツリスト提示部１６は、メタ情報蓄積部１５に蓄積されたメタ情報に基
づいて、コンテンツリストを生成する（ステップＳ５２）。
【００８４】
　次に、コンテンツリスト提示部１６は、生成したコンテンツリストを、再生端末３に送
信する（ステップＳ５３）。
【００８５】
　次に、コンテンツ取得部１７は、送信したコンテンツリストのうち再生対象として選択
されたコンテンツを表すコンテンツ選択情報を、再生端末３から受信する（ステップＳ５
４）。
【００８６】
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　次に、コンテンツ取得部１７は、受信したコンテンツ選択情報が示すコンテンツを取得
するコンテンツ取得要求を、コンテンツ提供元装置５に対して送信する（ステップＳ５５
）。
【００８７】
　次に、コンテンツ取得部１７は、コンテンツ取得要求が示す格納場所にあるコンテンツ
を、コンテンツ提供元装置５から受信する（ステップＳ５６）。
【００８８】
　次に、コンテンツ取得部１７は、受信したコンテンツを、再生端末３に送信する（ステ
ップＳ５７）。
【００８９】
　以上で、ゲートウェイ装置１は、コンテンツ取得動作を終了する。
【００９０】
　次に、本発明の第１の実施の形態の効果について述べる。
【００９１】
　本発明の第１の実施の形態としてのコンテンツ取得システムおよびゲートウェイ装置は
、ユーザのプライバシーを保ちながら、ユーザの作業負担を増大させることなくユーザの
嗜好に適合したコンテンツを取得することができる。
【００９２】
　その理由は、ゲートウェイ装置の検索語句蓄積部が、第１のネットワークに接続する検
索端末から第２のネットワークに接続する情報検索装置に対して送信される検索語句を蓄
積し、コンテンツ検索部が、蓄積した検索語句を用いてコンテンツ提供元装置のコンテン
ツを検索してそのメタ情報を蓄積しておくからである。そして、コンテンツリスト提示部
が、再生端末からのコンテンツリスト要求に応じて、蓄積しておいたメタ情報に基づくコ
ンテンツリストを再生端末に提示し、そのうち再生端末において取得されたコンテンツ選
択情報が示すコンテンツの実体データを、コンテンツ提供元装置から取得して再生端末に
送信するからである。
【００９３】
　このように、本発明の第１の実施の形態としてのコンテンツ取得システムおよびゲート
ウェイ装置は、ユーザが日常的に利用する情報検索装置に対して用いられた検索語句を収
集して蓄積し、蓄積した検索語句に基づいて、コンテンツ提供元のコンテンツをユーザの
作業負担なく収集する。これにより、ユーザは、日常的に利用する情報検索装置において
情報検索を行うだけで、煩雑な操作の必要なく、第２のネットワーク上で提供されるコン
テンツのうち、自身の嗜好にあったものを再生端末で視聴できることになる。また、その
ようなユーザが用いる検索語句は、ゲートウェイ装置に蓄積され、第２のネットワークに
接続される他の装置に蓄積されることがない。したがって、本発明の第１の実施の形態と
してのコンテンツ取得システムおよびゲートウェイ装置は、ユーザのプライバシーを保つ
ことができる。
【００９４】
　また、このように、本発明の第１の実施の形態としてのコンテンツ取得システムおよび
ゲートウェイ装置は、携帯電話端末やテレビ受信機等のように、ウェブブラウザ等の情報
検索クライアント機能を有していない再生端末や、検索語句の入力が容易なキーボードを
有していない再生端末においても、作業負担なく、ユーザの嗜好にあった第２のネットワ
ーク上のコンテンツを再生することを可能としている。
【００９５】
　（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。なお、本実
施の形態の説明において参照する各図面において、本発明の第１の実施の形態と同一の構
成および同様に動作するステップには同一の符号を付して本実施の形態における詳細な説
明を省略する。
【００９６】
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　まず、本発明の第２の実施の形態としてのコンテンツ取得システム６０の構成を、図９
に示す。図９において、コンテンツ取得システム６０は、本発明の第１の実施の形態とし
てのコンテンツ取得システム１０に対して、ゲートウェイ装置１に替えてゲートウェイ装
置６を備える点が異なる。なお、図９には、各装置を１つずつ示したが、本発明のコンテ
ンツ取得システムが備える各装置の数、および、本発明のコンテンツ取得システムが接続
する各装置の数を限定するものではない。
【００９７】
　また、本実施の形態では、ゲートウェイ装置６および再生端末３が、ＵＰｎＰＡＶ（Un
iversal Plug and Play Audio Visual）規格にしたがったＤＬＮＡ（Digital Living Net
work Alliance）機器である例を中心に説明する。ＵＰｎＰＡＶは、家庭内などのＬＡＮ
において、パーソナルコンピュータやデジタルＡＶ（Audio Visual）機器等を接続するだ
けでＬＡＮへの参加を可能とするＵＰｎＰ（Universal Plug and Play）プロトコルを、
ＡＶコンテンツ向けに特化させた規格である。ＵＰｎＰＡＶ規格は、ＬＡＮ内で、映像や
音楽等のコンテンツを保持する機器から再生する機器に転送するための各種プロトコルを
規定している。また、ＤＬＮＡは、ＵＰｎＰＡＶプロトコル等を用いて機器間通信を規定
したガイドラインである。ＤＬＮＡに従う機器間は、製造元や機種が異なる場合でも、Ｌ
ＡＮを介して互いに認識可能である。ＵＰｎＰＡＶ規格では、コンテンツを保持し公開す
るメディアサーバ（以下、ＤＭＳとも記載する）の機能を持つデバイスと、コンテンツを
再生するメディアレンダラー（以下、レンダラーとも記載する）の機能を持つデバイスと
、ＤＭＳやレンダラーを制御するコントロールポイントの機能を持つデバイスとが定義さ
れている。また、レンダラーおよびコントロールポイントの双方の機能を持つデバイスも
多い。本実施の形態では、ゲートウェイ装置６がＤＭＳの機能を持ち、再生端末３がレン
ダラーおよびコントロールポイントの機能をもつデバイスである例を中心に説明する。
【００９８】
　次に、コンテンツ取得システム６０の機能ブロック構成を図１０に示す。図１０におい
て、ゲートウェイ装置６は、本発明の第１の実施の形態としてのゲートウェイ装置１に対
して、検索語句抽出部１２に替えて検索語句抽出部６２と、検索語句蓄積部１３に替えて
検索語句蓄積部６３と、コンテンツ検索部１４に替えてコンテンツ検索部６４と、メタ情
報蓄積部１５に替えてメタ情報蓄積部６５と、コンテンツリスト提示部１６に替えてコン
テンツリスト提示部６６と、コンテンツ取得部１７に替えてコンテンツ取得部６７とを備
え、さらに、ユーザ情報格納部６８と、ユーザ情報設定部６９と、ローカルコンテンツ格
納部７０とを備える点が異なる。ここで、ユーザ情報格納部６８およびローカルコンテン
ツ格納部７０は、記憶装置によって構成される。また、ユーザ情報設定部６９は、記憶装
置に記憶されたコンピュータ・プログラムをＲＡＭに読み込んで実行するＣＰＵと、第１
のネットワークインタフェースとによって構成される。
【００９９】
　ユーザ情報格納部６８は、第１のネットワークに接続される各装置を利用するユーザに
関する情報を格納している。ユーザ情報格納部６８に格納される情報の一例を図１１に示
す。図１１において、ユーザ情報格納部６８は、ユーザを識別する情報としてのユーザＩ
Ｄと、登録端末と、登録検索サイトＵＲＬと、登録レンダラーと、登録サービス提供元Ｕ
ＲＬとをそれぞれ表す情報を含むユーザ情報を格納している。ユーザ情報格納部６８は、
例えば、データベースのテーブルとして記憶装置に記憶される。
【０１００】
　登録端末は、各ユーザが情報検索を行うために利用する検索端末２を識別する情報であ
る。この例では、ユーザ情報格納部６８は、各検索端末２を識別する情報として、ＩＰ（
Internet Protocol）アドレスまたはＭＡＣ（Media Access Control Address）アドレス
を格納している。
【０１０１】
　登録検索サイトＵＲＬは、各ユーザが情報検索を行う第２のネットワークに接続された
装置のうち、検索語句の抽出対象とする情報検索装置４を識別する情報である。この例で
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は、ユーザ情報格納部６８は、そのような情報検索装置４のＵＲＬを格納している。
【０１０２】
　登録レンダラーは、各ユーザがコンテンツを再生する再生端末３を識別する情報である
。図１１の例では、わかりやすさのために再生端末３の名称を記載しているが、ユーザ情
報格納部６８は、そのような登録レンダラーとしての再生端末３を識別可能な情報を格納
すればよい。例えば、再生端末３を識別可能な情報は、ＵＰｎＰデバイスを識別する情報
であるＵＵＩＤ（Universal Unique Identifier）であってもよい。
【０１０３】
　登録サービス提供元ＵＲＬは、各ユーザが収集したいコンテンツを提供するコンテンツ
提供元装置５を識別する情報である。この例では、ユーザ情報格納部６８は、コンテンツ
提供元装置５を識別する情報として、コンテンツ提供元装置５のＵＲＬを格納している。
【０１０４】
　ユーザ情報設定部６９は、ユーザ情報格納部６８に格納される情報を設定するためのイ
ンタフェース機能を提供する。ユーザ情報設定部６９は、例えば、データベース入出力イ
ンタフェースを有するウェブサーバアプリケーションと、各項目の入力欄を有するウェブ
ページ（以降、設定ページともいう）を表す情報とによって構成されていてもよい。この
場合、ユーザ情報設定部６９は、第１のネットワークに接続された装置のうち、ウェブブ
ラウザを実行する装置によってアクセスされることが可能である。ユーザ情報設定部６９
は、検索端末２、再生端末３、または、第１のネットワークに接続された他の装置（図示
せず）からの要求に応じて、上述の設定ページを表す情報を、要求元の装置に送信する。
このような設定ページの一例を図１２に示す。ユーザ情報設定部６９は、検索端末２、再
生端末３、または、第１のネットワークに接続された他の装置から、このような設定ペー
ジに入力された各項目を表す情報を受信することにより、受信した情報をユーザ情報格納
部６８に格納する。
【０１０５】
　ローカルコンテンツ格納部７０は、コンテンツの実体データを格納する。ローカルコン
テンツ格納部７０に格納されるコンテンツは、以前にコンテンツ提供元装置５から取得済
みのものであってもよい。また、ローカルコンテンツ格納部７０に格納されるコンテンツ
は、ゲートウェイ装置６が有する記録媒体読取装置（図示せず）から読み込まれたものや
、第１のネットワークを介して接続する他の装置から登録されたものであってもよい。以
下、ローカルコンテンツ格納部７０に格納されるコンテンツを、ローカルコンテンツとも
記載する。
【０１０６】
　検索語句抽出部６２は、中継部１１によって受信された情報が、ユーザ情報格納部６８
に格納されたユーザ情報に含まれる検索端末２から、そのユーザ情報に含まれる情報検索
装置４（登録検索サイトＵＲＬ）への情報検索要求を表すか否かを判断する。そして、検
索語句抽出部６２は、該当する検索端末２から情報検索装置４への情報検索要求であった
場合、本発明の第１の実施の形態における検索語句抽出部１２と同様に動作して検索語句
を抽出する。
【０１０７】
　また、検索語句抽出部６２は、抽出した検索語句を、ユーザＩＤ毎に検索語句蓄積部６
３に蓄積する。
【０１０８】
　例えば、中継部１１によって受信された情報が、ＨＴＴＰ（Hypertext Transfer Proto
col）のＧＥＴメソッドによる情報検索要求であった場合の具体例について説明する。図
１３は、そのような情報検索要求を表す情報の一例である。図１３において、文字情報Ａ
は、検索語句を表している。また、文字情報Ｂは、情報検索装置４のＵＲＬを表している
。したがって、この場合、まず、検索語句抽出部６２は、この例のような情報検索要求を
表す情報の送信元のＩＰアドレスまたはＭＡＣアドレスが、ユーザ情報格納部６８に登録
されたユーザ情報に「登録端末」として含まれるか否かを判断する。そして、含まれる場
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合、検索語句抽出部６２は、その内容を解析して文字情報Ｂを取得する。そして、検索語
句抽出部６２は、文字情報Ｂが、該当するユーザ情報に「登録検索サイトＵＲＬ」として
含まれる場合、さらにその内容を解析することにより、文字情報Ａを検索語句として抽出
すればよい。
【０１０９】
　検索語句蓄積部６３は、検索語句を格納する検索語句テーブルを、ユーザＩＤ毎に保持
している。検索語句蓄積部６３は、例えば、データベースのテーブルとして記憶装置に記
憶される。検索語句蓄積部６３に格納されるユーザＩＤ毎の検索語句テーブルの一例を図
１４に示す。図１４は、ユーザＩＤ「ユーザ１」の検索語句テーブルである。
【０１１０】
　また、検索語句抽出部６２は、ユーザＩＤ毎の検索語句テーブルに、検索語句を、検索
頻度を表す情報と共に蓄積してもよい。
【０１１１】
　コンテンツ検索部６４は、ユーザ情報格納部６８に登録済みのユーザＩＤ毎に、本発明
の第１の実施の形態におけるコンテンツ検索部１４と同様の動作を行うよう構成される。
すなわち、コンテンツ検索部６４は、ユーザＩＤ毎に、そのユーザＩＤの検索語句テーブ
ルに格納された検索語句を、そのユーザ情報に「登録サービス提供元ＵＲＬ」として含ま
れるコンテンツ提供元装置５に送信する。そして、コンテンツ検索部６４は、その検索結
果として、検索語句に関連する各コンテンツのメタ情報を受信する。また、コンテンツ検
索部６４は、検索結果として受信したメタ情報を、ユーザＩＤ毎にメタ情報蓄積部６５に
蓄積する。以降、コンテンツ検索部６４によって受信されるメタ情報が示すコンテンツを
、ネットワークコンテンツとも記載する。
【０１１２】
　また、検索語句蓄積部６３に検索頻度を表す情報と共に検索語句が蓄積されている場合
、コンテンツ検索部６４は、その検索頻度に基づいて、コンテンツの検索処理を行っても
よい。例えば、検索語句蓄積部６３は、検索頻度が閾値以上の検索語句について、コンテ
ンツの検索処理を行うようにしてもよい。
【０１１３】
　メタ情報蓄積部６５は、ネットワークコンテンツのメタ情報を格納するメタ情報テーブ
ルを、ユーザＩＤ毎に保持している。メタ情報蓄積部６５は、例えば、データベースのテ
ーブルとして記憶装置に記憶される。メタ情報蓄積部６５が蓄積するネットワークコンテ
ンツのメタ情報の一例を図１５に示す。図１５は、ユーザの検索語句によってコンテンツ
提供元装置５において検索された静止画コンテンツのメタ情報の一例である。この静止画
コンテンツのメタ情報には、このコンテンツのタイトル（photo_title）、画像の縦のサ
イズ（original_height）、横のサイズ（original_width）、登録日時（regist_time）、
このコンテンツのＵＲＬ（original_image_url）が含まれている。
【０１１４】
　コンテンツリスト提示部６６は、再生端末３からコンテンツリスト要求を受信すると、
その要求元の再生端末３を識別する情報が、ユーザ情報格納部６８に登録されたユーザ情
報に含まれるものであるか否かを判断する。そして、コンテンツリスト提示部６６は、ユ
ーザ情報格納部６８に登録された再生端末３である場合、そのユーザＩＤに基づきコンテ
ンツリストを生成して再生端末３に送信する。
【０１１５】
　具体的には、コンテンツリスト提示部６６は、そのユーザＩＤのメタ情報テーブルと、
ローカルコンテンツ格納部７０に格納されたローカルコンテンツとに基づいて、コンテン
ツリストを生成する。このようにして生成されるコンテンツリストの一例を図１６に示す
。図１６は、ＵＰｎＰＡＶのＢＲＯＷＳＥコマンド（コンテンツリスト要求）に応答する
ための、ＵＰｎＰＡＶの仕様にしたがったコンテンツリストの一例である。図１６におい
て、アイテムＣおよびアイテムＤは、各コンテンツを表している。また、アイテムＣは、
ローカルコンテンツ格納部７０に蓄積されたローカルコンテンツを表している。また、ア
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イテムＤは、そのユーザＩＤのメタ情報テーブルに基づいて生成されたネットワークコン
テンツを表している。コンテンツリスト提示部６６は、例えば、図１５に示したメタ情報
に基づいて、photo_titleを、コンテンツリストのアイテムのdc:titleに変換する。また
、例えば、コンテンツリスト提示部６６は、メタ情報のoriginal_heightおよびoriginal_
widthを、コンテンツリストのアイテムのresolutionに変換する。また、例えば、コンテ
ンツリスト提示部６６は、メタ情報のregist_timeを、コンテンツリストのアイテムのdc:
dateに変換する。また、例えば、コンテンツリスト提示部６６は、コンテンツリストのア
イテムに含まれるＵＲＬとして、自装置のドメインに、ネットワークコンテンツを識別可
能な情報（例えばコンテンツＩＤ等）を連続させた情報を埋め込む。これにより、再生端
末３に提示するコンテンツリストは、ローカルコンテンツおよびネットワークコンテンツ
の区別がないものとなる。
【０１１６】
　このように、コンテンツリスト提示部６６は、蓄積したメタ情報から、コンテンツタイ
トル、コンテンツのサイズ、撮影日等を表す情報を抽出し、例えば、ＵＰｎＰＡＶ等で規
定された構文に組み込むことで、コンテンツリストを生成する。
【０１１７】
　コンテンツ取得部６７は、再生端末３において取得されたコンテンツ選択情報を受信す
る。コンテンツ選択情報が示すコンテンツがローカルコンテンツであれば、コンテンツ取
得部６７は、そのローカルコンテンツの実体データを、ローカルコンテンツ格納部７０か
ら検索して再生端末３に送信する。コンテンツ選択情報が示すコンテンツがネットワーク
コンテンツであれば、コンテンツ取得部６７は、コンテンツ選択情報に基づいて、そのネ
ットワークコンテンツのメタ情報をメタ情報蓄積部６５から検索する。そして、コンテン
ツ取得部６７は、そのメタ情報に含まれるそのネットワークコンテンツの格納場所に基づ
いて、コンテンツ取得要求を生成し、コンテンツ提供元装置５に送信する。そして、コン
テンツ取得部６７は、コンテンツ提供元装置５から受信するネットワークコンテンツの実
体データを、再生端末３に送信する。
【０１１８】
　例えば、コンテンツ取得部６７がＵＰｎＰＡＶ仕様にしたがったＤＭＳによって構成さ
れる場合、コンテンツ取得部６７は、再生端末３から、コンテンツ選択情報としてＰｌａ
ｙコマンドを受信する。そして、そのＰｌａｙコマンドが示すアイテムがネットワークコ
ンテンツである場合、コンテンツ取得部６７は、そのメタ情報に含まれるＵＲＬに対して
、ＨＴＴＰのＧＥＴメソッドを送信することにより実体データを取得すればよい。
【０１１９】
　以上のように構成されたコンテンツ取得システム６０の動作について、図面を参照して
説明する。なお、コンテンツ取得システム６０の検索語句蓄積動作、コンテンツ検索動作
、および、コンテンツ取得動作の概略は、図３、図５、および、図７を参照して説明した
本発明の第１の実施の形態としてのコンテンツ取得システム１０の動作の概略と同様であ
るため、本実施の形態における説明を省略する。本実施の形態では、ゲートウェイ装置６
の検索語句蓄積動作、コンテンツ検索動作、および、コンテンツ取得動作について説明す
る。
【０１２０】
　まず、ゲートウェイ装置６の検索語句蓄積動作の詳細を図１７に示す。
【０１２１】
　ここでは、まず、中継部１１は、第２のネットワークを介して接続される装置に送信す
るための情報を、第１のネットワークを介して受信する（ステップＳ６１）。
【０１２２】
　次に、検索語句抽出部６２は、ステップＳ６１で受信した情報が、ユーザ情報格納部６
８に登録された同一のユーザ情報に含まれる検索端末２から情報検索装置４への情報検索
要求であるか否かを判断する（ステップＳ６２）。
【０１２３】
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　ここで、該当する情報検索要求でないと判断した場合、中継部１１は、本発明の第１の
実施の形態としてのゲートウェイ装置１と同様にステップＳ１５～Ｓ１６を実行すること
により、ステップＳ６１で受信した情報の中継処理を行う。
【０１２４】
　一方、ステップＳ６２で、同一のユーザ情報に含まれる検索端末２から情報検索装置４
への情報検索要求であると判断した場合、検索語句抽出部６２は、ステップＳ６１で受信
した情報から、検索語句を抽出する（ステップＳ６３）。例えば、検索語句抽出部６２は
、図１３に示したようなＨＴＴＰ　ＧＥＴメソッドから、検索語句を抽出する。
【０１２５】
　次に、検索語句抽出部６２は、抽出した検索語句を、検索語句蓄積部６３の該当するユ
ーザＩＤの検索語句テーブルに蓄積する（ステップＳ６４）。
【０１２６】
　次に、ゲートウェイ装置６は、本発明の第１の実施の形態としてのゲートウェイ装置１
と同様にステップＳ１５～Ｓ１６を実行することにより、ステップＳ６１で受信した情報
検索要求を情報検索装置４へ送信するとともに、受信した検索結果を表す情報を検索端末
２に送信する。
【０１２７】
　以上で、ゲートウェイ装置６は、検索語句蓄積動作を終了する。
【０１２８】
　次に、ゲートウェイ装置６のコンテンツ検索動作の詳細を図１８に示す。ゲートウェイ
装置６は、図１８に示す動作を、検索語句が蓄積される度に実行してもよいし、あらかじ
め定められたスケジュールにしたがって実行してもよい。
【０１２９】
　ここでは、コンテンツ検索部６４は、ユーザＩＤ毎に以下のステップＳ７１～Ｓ７３の
処理を実行する。
【０１３０】
　まず、コンテンツ検索部６４は、検索語句蓄積部６３において、このユーザＩＤの検索
語句テーブルに蓄積された検索語句を、コンテンツ提供元装置５に対して送信する（ステ
ップＳ７１）。このとき、前述のように、コンテンツ検索部６４は、検索頻度が閾値以上
の検索語句を、コンテンツ提供元装置５に対して送信するようにしてもよい。
【０１３１】
　次に、コンテンツ検索部６４は、コンテンツ提供元装置５から、このユーザＩＤの検索
語句に関連するネットワークコンテンツのメタ情報を受信する（ステップＳ７２）。
【０１３２】
　次に、コンテンツ検索部６４は、受信した各メタ情報を、そのユーザＩＤのメタ情報テ
ーブルに蓄積する（ステップＳ７３）。
【０１３３】
　以上で、ゲートウェイ装置６は、コンテンツ検索動作を終了する。
【０１３４】
　次に、ゲートウェイ装置６のコンテンツ取得動作の詳細を図１９に示す。
【０１３５】
　ここでは、まず、コンテンツリスト提示部６６は、再生端末３からコンテンツリスト要
求を受信する（ステップＳ８１）。例えば、再生端末３がＵＰｎＰＡＶ規格におけるコン
トロールポイント機能を有するデバイスであれば、コンテンツリスト提示部６６は、Ｂｒ
ｏｗｓｅコマンドを受信する。
【０１３６】
　次に、コンテンツリスト提示部６６は、ステップＳ８１で受信したコンテンツリスト要
求の送信元である再生端末３を識別する情報が、ユーザ情報格納部６８に格納されたユー
ザ情報に含まれるものであるか否かを判断する（ステップＳ８２）。
【０１３７】
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　ここで、送信元の再生端末３の識別情報が、ユーザ情報格納部６８に格納されたユーザ
情報に含まれないと判断した場合、コンテンツリスト提示部６６は、ローカルコンテンツ
格納部７０に格納されたローカルコンテンツの一覧を表すコンテンツリストを生成する（
ステップＳ８３）。
【０１３８】
　一方、送信元の再生端末３の識別情報が、ユーザ情報格納部６８に格納されたユーザ情
報に含まれると判断した場合、コンテンツリスト提示部６６は、そのユーザ情報に含まれ
るユーザＩＤを取得する。そして、コンテンツリスト提示部６６は、そのユーザＩＤのメ
タ情報テーブルに蓄積されたメタ情報が示すネットワークコンテンツの一覧と、ローカル
コンテンツ格納部７０に格納されたローカルコンテンツの一覧とを表すコンテンツリスト
を生成する（ステップＳ８４）。例えば、ステップＳ８１においてＢｒｏｗｓｅコマンド
を受信していれば、コンテンツリスト提示部６６は、Ｂｒｏｗｓｅ応答として、そのユー
ザＩＤのメタ情報テーブルに蓄積されたメタ情報を、図１６に一例を示したような形式の
構文に埋め込むことにより、コンテンツリストを生成する。
【０１３９】
　次に、コンテンツリスト提示部６６は、コンテンツリストを再生端末３に送信する（ス
テップＳ８５）。
【０１４０】
　次に、コンテンツ取得部６７は、再生端末３から、コンテンツ選択情報を受信する（ス
テップＳ８６）。例えば、再生端末３がＵＰｎＰＡＶ規格におけるコントロールポイント
機能を有するデバイスであれば、コンテンツリスト提示部６６は、Ｐｌａｙコマンドを受
信する。
【０１４１】
　次に、コンテンツ取得部６７は、ステップＳ８６で受信したコンテンツ選択情報が示す
コンテンツが、ネットワークコンテンツであるか否かを判断する（ステップ８７）。
【０１４２】
　ここで、ネットワークコンテンツではない（ローカルコンテンツである）と判断した場
合、コンテンツ取得部６７は、ローカルコンテンツ格納部７０からそのローカルコンテン
ツの実体データを取得して、再生端末３に送信する（ステップ８８）。
【０１４３】
　一方、ステップＳ８７において、ネットワークコンテンツであると判断した場合、コン
テンツ取得部６７は、そのネットワークコンテンツの格納場所に基づくコンテンツ取得要
求を、コンテンツ提供元装置５に対して送信する（ステップＳ８９）。例えば、このコン
テンツ取得要求は、ＨＴＴＰ　ＧＥＴメソッドによって行われる。このとき、コンテンツ
取得部６７は、コンテンツ選択情報が示すネットワークコンテンツに関するメタ情報を、
メタ情報蓄積部６５から検索することにより、そのメタ情報に含まれる格納場所を表す情
報を得る。
【０１４４】
　次に、コンテンツ取得部６７は、コンテンツ取得要求の応答としてネットワークコンテ
ンツの実体データを、コンテンツ提供元装置５から受信する（ステップＳ９０）。
【０１４５】
　次に、コンテンツ取得部６７は、受信したネットワークコンテンツの実体データを、再
生端末３に送信する（ステップＳ９１）。
【０１４６】
　以上で、ゲートウェイ装置６は、コンテンツ取得動作を終了する。
【０１４７】
　なお、本実施の形態において、ユーザ情報格納部６８は、各ユーザＩＤに対して、１つ
の登録端末（検索端末）を対応付けて格納するものとして説明したが、複数の検索端末を
対応付けて格納してもよい。同様に、ユーザ情報格納部６８は、各ユーザＩＤに対して、
複数の検索サイトＵＲＬ（情報検索装置）、複数のレンダラー（再生端末）、または、複
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数のサービス提供元ＵＲＬ（コンテンツ提供元装置）を対応付けて格納してもよい。
【０１４８】
　また、ユーザ情報格納部６８は、各ユーザＩＤに対して、そのユーザ自身の検索語句か
ら収集されたコンテンツリストを公開可能な他のユーザＩＤ（以下、公開許可ユーザとも
いう）を、さらに対応付けて格納してもよい。
【０１４９】
　このような場合の、ユーザ情報設定部６９によって提供されるユーザ情報設定画面の一
例を図２０に示す。
【０１５０】
　この場合、図１９のステップＳ８４において、コンテンツリスト提示部６６は、その再
生端末３の識別情報に対応付けられたユーザＩＤ（ユーザＩＤ＿ａとする）が、公開許可
ユーザとして設定されている他のユーザＩＤ（ユーザＩＤ＿ｂとする）を取得する。そし
て、コンテンツリスト提示部６６は、ユーザＩＤ＿ａおよびユーザＩＤ＿ｂに対応付けら
れたメタ情報を、コンテンツリストの形式に変換すればよい。
【０１５１】
　次に、本発明の第２の実施の形態の効果について述べる。
【０１５２】
　本発明の第２の実施の形態としてのコンテンツ取得システムおよびゲートウェイ装置は
、ユーザのプライバシーを保ちながら、ユーザの作業負担を増大させることなくユーザの
嗜好に適合したコンテンツを取得する機能を、ＬＡＮ内の複数のユーザに対して提供する
ことができる。
【０１５３】
　その理由は、ユーザ情報格納部が、ゲートウェイ装置が有するＤＭＳの機能を利用する
ユーザ毎に、そのユーザによって利用される検索端末、再生端末、情報検索装置、および
、コンテンツ提供元装置を記憶しておくからである。これにより、検索語句抽出部は、そ
のユーザについて登録された検索端末によって、そのユーザについて登録された情報検索
装置に対して送信される情報検索要求から、そのユーザによって入力された検索語句を抽
出してユーザ毎に蓄積し、コンテンツ検索部が、ユーザ毎に蓄積された検索語句に関連す
るネットワークコンテンツを検索してそのメタ情報をユーザ毎に蓄積することになる。こ
れにより、コンテンツリスト提示部は、再生端末を利用するユーザの検索語句から検索さ
れたメタ情報に基づいて、コンテンツリストを生成して提示することになる。したがって
、ゲートウェイ装置のＤＭＳ機能を利用する各ユーザは、それぞれが日常的に利用する情
報検索装置において検索を行うだけで、作業負担なく、それぞれが利用する再生端末を用
いて自身の嗜好にあったネットワークコンテンツを閲覧可能となる。
【０１５４】
　また、本発明の第２の実施の形態としてのコンテンツ取得システムおよびゲートウェイ
装置は、各ユーザに、その嗜好にあったネットワーク上のコンテンツを、ローカルに保持
するコンテンツとの区別を意識させることなく提供することができる。
【０１５５】
　その理由は、コンテンツリスト提示部が、ネットワーク上から収集したコンテンツのメ
タ情報を、ローカルに保持するコンテンツの一覧を表すコンテンツリストと同様の形式に
変換して、コンテンツリストを生成するからである。そして、コンテンツ取得部は、再生
端末から受信するコンテンツ選択情報がネットワークコンテンツを示す場合には、メタ情
報に蓄積したメタ情報を参照することにより、ネットワーク上の格納場所を特定してその
実体データを取得し、再生端末に送信するからである。
【０１５６】
　また、本発明の第２の実施の形態としてのコンテンツ取得システムおよびゲートウェイ
装置は、ゲートウェイ装置が設置されたＬＡＮ内において、各ユーザが利用する機器間で
、そのユーザ向けに収集されたネットワークコンテンツを共有することができる。
【０１５７】
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　その理由は、ユーザ情報格納部が、各ユーザが情報検索のために利用する１つ以上の検
索端末と、利用する１つ以上の検索サイト（情報検索装置）と、コンテンツの再生に利用
する１つ以上の再生端末とを対応付けて保持し、ユーザ情報設定部が、これらの情報をユ
ーザによって設定可能とするからである。
【０１５８】
　なお、上述した本発明の各実施の形態において、再生端末は、第１のネットワークを介
してゲートウェイ装置に接続されるものとして説明したが、第２のネットワークを介して
ゲートウェイ装置に接続されていてもよい。この場合、各実施の形態としてのゲートウェ
イ装置は、第２のネットワークを介して接続された再生端末からの通信に、ＨＴＴＰＳ（
Hypertext Transfer Protocol over Secure Socket Layer）や、事前認証の技術を利用す
ることにより、セキュリティを確保すればよい。また、この場合、ゲートウェイ装置が常
時通電されているものであるとすれば、ユーザは、その居場所に関わらず、常時、自身の
検索語句を用いて収集されたネットワーク上のコンテンツを自身の再生端末で視聴するこ
とができる。
【０１５９】
　また、本発明の各実施の形態において、検索端末および再生端末は、同一の装置によっ
て構成されていてもよい。あるいは、再生端末は、コンテンツリストを要求する装置と、
再生する装置とによって構成されていてもよい。
【０１６０】
　また、上述した本発明の各実施の形態において、各フローチャートを参照して説明した
ゲートウェイ装置の動作を、本発明のコンピュータ・プログラムとしてコンピュータ装置
の記憶装置（記憶媒体）に格納しておき、係るコンピュータ・プログラムを当該ＣＰＵが
読み出して実行するようにしてもよい。そして、このような場合において、本発明は、係
るコンピュータ・プログラムのコード或いは記憶媒体によって構成される。
【０１６１】
　また、上述した各実施の形態は、適宜組み合わせて実施されることが可能である。
【０１６２】
　また、本発明は、上述した各実施の形態に限定されず、様々な態様で実施されることが
可能である。
【符号の説明】
【０１６３】
　１０、６０　　コンテンツ取得システム
　１、６　　ゲートウェイ装置
　２　　検索端末
　３　　再生端末
　４　　情報検索装置
　５　　コンテンツ提供元装置
　１１　　中継部
　１２、６２　　検索語句抽出部
　１３、６３　　検索語句蓄積部
　１４、６４　　コンテンツ検索部
　１５、６５　　メタ情報蓄積部
　１６、６６　　コンテンツリスト提示部
　１７、６７　　コンテンツ取得部
　６８　ユーザ情報格納部
　６９　ユーザ情報設定部
　７０　ローカルコンテンツ格納部
　２１　検索語句送信部
　２２　検索結果出力部
　３１　コンテンツリスト要求部
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　３２　コンテンツ再生部
　５１　コンテンツ検索機能提供部
　５２　コンテンツサーバ部

【図１】 【図２】
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